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社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　

彦
根
市
赤
十
字
奉
仕
団

地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　

県
立
大
学
「
い
ぶ
き
ク
ラ
ブ
」	

　

滋
賀
大
学
「
い
ぶ
き
ク
ラ
ブ
」

　

人
形
劇
「
ゼ
ロ
の
会
」

　

拡
大
図
書
彦
根
グ
ル
ー
プ

　

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「
我が

楽ら
く

多た

」

　

亀
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　

み
ど
り
会

高
齢
者
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　

社
会
福
祉
法
人
近
江
ふ
る
さ
と
会

　

サ
ー
ク
ル
・
と
わ

　

サ
ー
ク
ル
ひ
ま
わ
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
み
お
つ
く
し
」

　

城
東
北
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

喜き

房ぼ
う

会か
い

障
害
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　

社
会
福
祉
法
人
ひ
か
り
福
祉
会	

　

社
会
福
祉
法
人
か
す
み
会

　

手
話
サ
ー
ク
ル
「
指し

音お
ん

」

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
草
笛

　

彦
根
点
字
グ
ル
ー
プ

　
彦
根
要
約
筆
記
「
さ
わ
ら
び
」

　

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

　
　
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
」

　

布
の
絵
本
グ
ル
ー
プ

　
　
「
て
ん
と
う
虫
」

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

あ
じ
さ
い
の
家
共
同
作
業
所

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

あ
け
ぼ
の

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

障
害
者
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

葦あ
し

の
舟

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

れ
ん
げ
は
う
す

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

愛
・
ラ
イ
ブ

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

サ
タ
デ
ー
ピ
ア

児
童
福
祉
の
増
進
に
寄
与

　

彦
根
お
や
こ
劇
場

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

保
育
サ
ー
ビ
ス
ド
リ
ー
ム

高
齢
者
福
祉
お
よ
び
障
害
福
祉
の

増
進
に
寄
与

　

在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
会

高
齢
者
福
祉
お
よ
び
児
童
福
祉
の

増
進
に
寄
与

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ぽ
ぽ
ハ
ウ
ス

観
光
振
興
に
寄
与

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

五
環
生
活

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　

小
江
戸
彦
根

　

彦
根
市
で
は
、
彦
根
市
表
彰

規
程
に
基
づ
き
、
市
勢
の
振
興

と
公
益
の
増
進
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
次
の
34
団
体
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
10
月
５
日
㈬
に
、

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ
で
開
催

す
る
「
彦
根
市
制
施
行
75
周
年

記
念
式
典
」
で
行
い
ま
す
。（
順

不
同
・
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

☎
30-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

市
制
施
行
７５
周
年
記
念
式
典
で

　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
す
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現
在
、認
知
症
の
患
者
数
は
、全
国
で
約
２
０

０
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
、
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
85
歳
以
上
の
４
人
に
１
人
は
、
そ
の
症
状

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　

認
知
症
は
誰
で
も
か
か
り
う
る
病
気
で
す
。

家
族
が
介
護
者
の
立
場
に
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
認
知
症
を
理
解
し
、
認
知

症
患
者
や
介
護
す
る
家
族
も
含
め
て
あ
た
た
か

く
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

　
～ 

今
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

～認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、認
知
症
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
を
見
守
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

　

特
別
な
こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。近
く
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
れ

ば
、｢

お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か｣

と
声
を
か
け
る
な
ど
自

分
で
で
き
る
こ
と
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
市
内
で
５
、
７
０

０
人
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕

生
し
て
い
ま
す
。

介護家族のつどい
「ほっこり」

　介護のことで悩んでいませんか。介
護家族のつどい「ほっこり」は、介護
者ならではのアドバイスや交流ができ
ます。
　参加者からは「心の支えになりまし
た」などの声をいただいています。気
軽にご参加ください。

活動日　毎月第２火曜日　13：00 〜
※奇数月は、「若年性認知症の会」を
　同時に開催しています。

場所　福祉保健センター２階　集団指
導室

「
認
知
症
か
な
」
と
思
っ
た
ら

　
「
い
つ
も
と
少
し
違
う
な
」と
い

う
サ
イ
ン
を
見
つ
け
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
を
見
つ
け
た

ら
、
早
め
に
近
く
の
か
か
り
つ
け

医
や

介
護
福
祉
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
適
切

な
介
護
な
ど
で
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

　

☎
23
‐
９
６
６
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

サポーター養成講座

　認知症サポーター養成講座を希望する５
人以上の団体に、キャラバン・メイト（講
師）を派遣します。受講料は無料です。
　受講後のアンケートで、「これからは、地
域で困っている人を見かけたら声をかけて
いきたい」「認
知症の家族が
いるが、もっと
優しく接して
いきたい」など
たくさんのご
意見をいただ
いています。

認知症あったかサポート店

　 彦 根 市 で は、 サ
ポーター養成講座を
受講した事業所を、

「認知症あったかサ
ポート店」として、ス
テッカーを配布して
います。
　「あったかサポー
ト」の輪を広げてい

きましょう。

認
知
症
の
サ
イ
ン

初
期
に
は

▼
身
な
り
を
気
に
し
な
く
な
る
。

▼
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
に

　

興
味
や
関
心
が
な
く
な
る
。

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
忘

　

れ
る
。

▼
外
出
し
、
人
と
会
う
の
が　

　

お
っ
く
う
に
な
る
。

さ
ら
に
進
行
す
る
と

▼
今
ま
で
で
き
て
い
た
作
業
が

　

で
き
な
く
な
る
。

▼
買
い
物
な
ど
で
間
違
い
が
多

　

く
な
る
。

▼
食
事
な
ど
す
ぐ
前
の
出
来
事

　

を
忘
れ
て
し
ま
う
。

▲出前講座の様子

▲サポート店に配布し
ているステッカー

◀認知症サポーターの証
であるオレンジリング

●
介
護
予
防
体
操

　

介
護
予
防
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。

健
康
の
た
め
の
体
操
を
し
ま
し
ょ

う
。「
コ
ツ
コ
ツ
続
け
る
金
亀
体

操
」
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
22
日
㈭　

午
後
１
時

～
同
３
時

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
別
館

２
階

受
講
料　

無
料

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
、
消
費
生
活
問
題
に
つ

い
て

日
時　

９
月
26
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
～
同
３
時

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

彦
根
警
察
署
指
導
員
、

　
　
　

消
費
生
活
相
談
員

受
講
料　

無
料　

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

●
相
続
・
遺
言
・
任
意
後
見

　

老
後
の
安
心
の
た
め
に

　
―
公
証
人
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
―

日
時　

９
月
28
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
～
同
３
時

場
所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
井い

内う
ち

省
し
ょ
う

吾ご

さ
ん（
長
浜
公
証
人
）

受
講
料　

無
料

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

９
月
19
日
は
敬
老
の
日
で
す

　
　

～ 

一
人
ひ
と
り
が
、
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に 

～ 

●
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止

　

あ
な
た
も
ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
か
し
い
」「
振
り
込
め
詐
欺
か

な
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
１
１
０

番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
警
察
署
☎

27
‐
０
１
１
０
番

　
「
断
り
き
れ
ず
契
約
に
サ
イ
ン

を
し
て
し
ま
っ
た
」「
ど
こ
か
に
相

談
し
た
い
」。
そ
ん
な
と
き
は
、ご

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

今
年
の
敬
老
の
日
は
、
９
月
19
日

（月・祝）
で
す
。

　
　

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん

　

を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
で
す
。

　
　

こ
の
日
に
ち
な
み
、
彦
根
市
の
男
女
最
高
齢
者
を
紹
介
し
ま
す
。

男性最高齢者

北嶋　清太郎　さん

明治41年10月３日生
　（１０２歳）

女性最高齢者

　北川　みな　さん

明治38年11月３日生
　（１０５歳）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課

　

☎
23
‐
９
６
６
０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

講
座
を
開
講
し
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

 

消
費
生
活
相

談
窓
口
☎
30-

６
１
４
４
番

●
高
齢
者
や
障
害
者
の
不

安
を
安
心
に
変
え
る
成

年
後
見
制
度

▼
ひ
と
り
暮
ら
し
な
の
で
、
将
来
、

「
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
が
心
配
」

▼
実
家
の
親
の
判
断
力
が
低
下
し

て
い
る
の
で
、「
だ
ま
さ
れ
な
い

か
心
配
」

     

成
年
後
見
・
任
意
後
見
制
度
の

利
用
の
仕
方
な
ど
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先　

大
津
家
庭
裁
判

所
彦
根
支
部
☎
22-

０
１
６
７

番
、
司
法
書
士
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
滋
賀
支
部
☎
０
７
７
‐

５
２
５
‐
１
０
９
３
番

●
「
高
齢
者
虐
待
か
な
」
と

思
っ
た
ら

　

叩
く
・
蹴
る
、
ど
な
る
・
無
視

す
る
、
介
護
や
世
話
を
放
棄
す
る
、

お
金
を
勝
手
に
使
う
な
ど
、
ま
ず

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
）
☎
23
‐
９
６
３
２
番
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だ
け
す
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

▼
分
別
を
行
い
、
指
定
の
「
燃
や

す
ご
み
」
の
日
に
出
す
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
化
学
製

品
を
野
焼
き
す
る
と
、
有
害
な

ガ
ス
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

し
尿
収
集
の
ご
案
内

収
集
の
申
し
込
み

▼
転
入
・
転
居
や
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
な
ど
で
、
新
た
に
し
尿
収

集
を
希
望
す
る
場
合
は
、

生

活
環
境
課
か
、
支
所
、
各
出
張

所
で
の
申
込
手
続
き
が
必
要
で

す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
電
話
で
の
受
付
は
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
の
一
回
き
り

の
収
集
や
臨
時
収
集
は
、
毎
週

火
・
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始

祝
日
の
ご
み
等
収
集
の

お
知
ら
せ

　

９
月
19
日

（月・祝）
は
、
通
常
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、「
ご
み
等
の
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

搬
入
で
き
ま
せ
ん

事
業
系
粗
大
ご
み

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
左
の
工

事
期
間
中
に
、
粗
大
ご
み
処
理
場

の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、工
事
期
間
中
は
、事

業
に
伴
っ
て
発
生
し
た
粗
大
ご
み

の
搬
入
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

一
般
家
庭
か
ら
の
粗
大
ご
み
の

搬
入
と
有
料
の
戸
別
収
集
は
、
期

間
中
も
通
常
ど
お
り
受
け
付
け
ま

す
。

工
事
期
間　

10
月
７
日
㈮
～
同
28

日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

工
事
に
つ
い
て　

清
掃
セ
ン

タ
ー
施
設
係
☎
24-

３
８
７
９

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

２
８
５
０
番

　

有
料
戸
別
収
集
の
受
付
に
つ
い

て　

清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
係

☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

７
７
８
７
番

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　

 

問
い
合
わ
せ
先　

 

清
掃
セ
ン
タ
ー

　

☎
22-

２
７
３
４
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番

９月と10月は
「自動車点検整備」
月間です

　あなたと地球にやさ
しい、クルマの愛情点検。

〜安全と環境保全には、
点検 • 整備が必要です〜

問い合わせ先
　滋賀運輸支局検査整

備 保 安 部 門 ☎077-
585-7252

秋の全国交通安全運動
９月21日㈬〜同30日㈮

運動の基本
子どもと高齢者の交通事故防止

運動の重点
▼夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗

用中の交通事故防止
▼全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
▼飲酒運転の根絶

９月30日㈮は
交通事故死ゼロを目指す日

９
月
20
日
㈫
～
同
26
日
㈪
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

　

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
動
物
の

命
を
預
か
る
こ
と
で
す
。
動
物
が

快
適
・
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

し
、
地
域
や
近
隣
に
迷
惑
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
す
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。
人
と
動
物
が
と
も
に
生
き

て
い
け
る
社
会
の
実
現
に
は
、
飼

い
主
の
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
が
不
可

欠
で
す
。

飼
い
主
に
守
っ
て
欲
し
い
こ
と

▼
フ
ン
な
ど
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
飼
っ
て
い
る
動
物
が
、
人
に
危

害
を
加
え
た
り
、
鳴
き
声
な
ど

で
近
所
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
、
む
や

み
に
繁
殖
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
迷
子
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い

ま
し
ょ
う
。

▼
猫
は
屋
内
飼
育
、
犬
は
屋
内
以

外
は
リ
ー
ド
（
引
き
綱
）
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

地
域
の
中
で
守
っ
て
欲
し
い
こ
と

▼
野
良
猫
や
、
ハ
ト
な
ど
の
鳥
に

む
や
み
に
餌
を
与
え
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
餌
を
与
え
る
こ

と
で
数
が
増
え
、
フ
ン
害
や
農

作
物
に
被
害
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
犯
罪
で
す 

　

ご
み
を
野
焼
き
す
る
と
、
煙
が

原
因
で
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ
い
た

り
、
火
事
の
原
因
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
野
焼
き
は
周
り
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
稲
わ
ら
は
、
田
や
畑
に
で
き
る

生
活
環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　

 

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

　

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た

　

悪
質
商
法
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

あ
る
日
突
然
、レ
ア
メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
を
扱
う
会
社
か

ら
、
会
社
案
内
と
社
債
購
入
申
込
書
が
送
ら
れ
て
き
た
。
放

置
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
電
話
が
あ
り
購
入
を
薦
め
ら
れ
た
。

　

改
め
て
書
類
を
見
て
み
る
と
、
配
当
金
が
購
入
金
額
に

よ
っ
て
６
～
18
％
と
魅
力
的
な
設
定
で
あ
っ
た
。

　

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
取
引
し
て
い
る
証
券
会
社
に
相
談

す
る
と
、
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
地
に
そ
の
会
社
は
存
在
し

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
「
購
入
し
た
が
約
束
ど
お
り

利
子
（
配
当
金
）
が
支
払
わ
れ

な
い
」「
満
期
に
額
面
全
額
が

償
還
さ
れ
な
い
」
と
い
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
が
、
証
券
会
社
や
銀
行

と
い
っ
た
金
融
機
関
以
外
の
会

社
や
発
行
会
社
自
体
か
ら
勧
誘

さ
れ
る
社
債
（
い
わ
ゆ
る
「
怪
し

い
社
債
」）
の
相
談
で
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
証
券
会
社
や
銀
行
名

は
正
し
く
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、

詳
し
い
支
店
名
が
書
か
れ
て
い

な
い
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

消
費
者
が
購
入
代
金
を
支

払
っ
て
も
、
配
当
金
が
約
束
ど

お
り
支
払
わ
れ
続
け
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
く
、
業
者
と
の
連
絡

は
最
終
的
に
は
取
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
大
事
な
お
金
を
取

り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
く

な
る
の
が
現
状
で
す
。

　
「
あ
な
た
だ
け
が
も
う
か
る
」

と
い
っ
た
う
ま
い
話
は
あ
り
ま

せ
ん
。
勧
誘
さ
れ
て
も
き
っ
ぱ

り
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と

は
「
彦
根
市
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

を
除
く
）で
す
。
収
集
希
望
日
の

１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
収
集
す
る
と
き
は
、
事
前
に
バ

ケ
ツ
１
～
２
杯
分
の
水
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
の
中
止
・
変
更

▼ 

転
居
・
転
出
や
下
水
道
へ
の
接

続
な
ど
で
、
し
尿
収
集
が
不
要

に
な
る
場
合
は
、
必
ず

生
活

環
境
課
に
連
絡
し
、
最
終
収
集

と
中
止
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
定
額
制
の
家
庭
で
、
入
院
や
別

棟
で
生
活
し
て
い
る
な
ど
、
住

民
基
本
台
帳
の
登
録
は
あ
っ
て

も
居
住
実
態
が
な
い
人
が
い

る
場
合
、
申
請
す
る
と
料
金
を

減
額
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、

生
活
環
境
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
尿
処
理
手
数
料
の
納
付

▼
納
付
期
限
内
に
必
ず
納
め
ま

し
ょ
う
。

▼
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
市
内

の
市
公
金
取
扱
金
融
機
関
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の

場
合
、
督
促
状
を
発
送
し
、
督

促
手
数
料
（
１
０
０
円
）
を
加
算

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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彦
根
市
の
下
水
道
整
備

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
健
康
で
快
適
な
も
の
に
し
、
河

川
や
び
わ
湖
の
水
質
を
守
る
た
め

に
も
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　

彦
根
市
の
公
共
下
水
道
は
、
昭

和
56
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、

人
口
が
多
い
市
街
地
や
下
流
域
か

ら
順
次
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
22
年
度
末
現
在

の
人
口
普
及
率
は
75
・
４
％
で
、
全

国
平
均
の
75
・
１
％
（
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
を
除
く
）
を
若
干
超

問
い
合
わ
せ
先　

 

下
水
道
管

理
課
☎
22-

５
４
５
８
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５
４
３
３
番

え
て
い
る
も
の
の
、
滋
賀
県
平
均

85
・
８
％
と
比
べ
る
と
、
ま
だ
ま

だ
低
い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
は
、
琵
琶
湖
東
北
部
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
（
平
成
３

年
）
が
湖
南
中
部
や
湖
西
の
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
比
べ
て
遅
か
っ
た
こ

と
と
併
せ
、
昨
今
の
厳
し
い
財
政

状
況
か
ら
、
事
業
費
の
縮
減
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
整
備
ペ
ー
ス
に
比
べ
、

進
ん
で
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　

現
在
、
未
整
備
に
な
っ
て
い
る

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷

※
平
成
23
年
度
「
下
水
道
の
日
」
推
進
標
語

下
水
道　

生
き
も
の
す
べ
て
の　

い
の
ち
の
わ

上
下
水
道
部
の
事
務
所
を
統
合
し
ま
す 

　

  

４
月
に
上
下
水
道
部
と
し
て
再
編
さ
れ
た
上
水
道
事
業
部
門

と
下
水
道
事
業
部
門
の
事
務
所
を
統
合
し
ま
す
。

    

現
在
、
市
役
所
２
階
に
あ
る

上
水
道
業
務
課
と

上
水
道
工

務
課
が
、市
民
会
館
１
階
に
あ
る
下
水
道
事
業
部
門
と
同
じ
事
務

所
に
移
転
し
ま
す
。

 　

  

移
転
先　
　

市
民
会
館
（
尾
末
町
）

　
　

移
転
日　
　

平
成
23
年
10
月
１
日
㈯

　　
　

た
だ
し
、
上
下
水
道
の
受
付
や
料
金
に
関
す
る
業
務
を
行
っ

て
い
る「
彦
根
市
上
下
水
道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

（
旭
町
１-

22　

年ね
ん

明め
い

ビ
ル
２
階
）
の
場
所
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
　

そ
の
他
、詳
し
く
は
広
報
ひ
こ
ね
10
月
１
日
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
財
政
事
情
を
見
据
え
つ
つ
、

彦
根
市
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。 

排
水
設
備
工
事
は
、
必
ず
彦

根
市
指
定
下
水
道
工
事
店
で

行
っ
て
く
だ
さ
い

　

下
水
道
を
使
う
た
め
の
排
水
設

備
工
事
を
、
彦
根
市
の
指
定
下
水

道
工
事
店
で
な
い
の
に
、
皆
さ
ん

の
家
庭
へ
売
り
こ
み
に
行
く
業
者

が
い
ま
す
。

　

彦
根
市
に
無
届
で
工
事
を
行
い
、

後
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

業
者
が
、
彦
根
市
の
指
定
下
水

道
工
事
店
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、

 
下
水
道
管
理
課
に
お

尋
ね
に
な
る
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
彦
根
市
は
、
排
水
設
備

の
清
掃
や
修
理
な
ど
を
業
者
に
委

託
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
下
水
を
使
用
し
て
い
る
人
へ

　

公
共
下
水
道
を
す
で
に
使
用
し

て
い
て
、
地
下
水
を
下
水
道
に
流

し
て
い
る
家
庭
で
、
使
用
人
数
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず

 

下

水
道
管
理
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

 

市
民
課
、
支
所
、
各
出
張
所

で
の
住
所
異
動
な
ど
の
届
出
と

は
連
動
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

 

下
水
道
管
理
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

学
年
は
応
募
時
の
も
の
で
す

わ
た
し
の

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん

藤ふ
じ

田た　

優ゆ

菜な

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
城
西
小
学
校
３
年
）

　

わ
た

し
に
は
、

ひ
い
お

ば
あ
さ

ん
が
一

人
い
ま

す
。
ひ

い
お
ば
あ
さ
ん
は
、
大
正
時
代
に

生
ま
れ
て
、
今
は
九
十
才
で
す
。

　

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
は
、
小
さ
い

時
に
、
お
父
さ
ん
が
な
く
な
っ
た

後
、
お
母
さ
ん
と
は
な
れ
て
、
よ

そ
の
家
に
よ
う
子
に
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
せ
ん
そ
う
の
と
き
に
空

し
ゅ
う
で
は
な
れ
て
く
ら
し
て
い

た
お
母
さ
ん
と
弟
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
ひ
い
お
ば
あ

さ
ん
は
と
て
も
か
わ
い
そ
う
な
子

ど
も
時
代
を
す
ご
し
た
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
だ
っ
た
ら
、

そ
ん
な
こ
と
が
ま
ん
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
ひ
い
お
ば
あ

さ
ん
は
、
が
ん
ば
っ
て
生
き
て
き

ま
し
た
。

　

で
も
、
さ
い
近
足
の
ほ
ね
を

お
っ
て
入
院
し
、
今
は
リ
ハ
ビ
リ

セ
ン
タ
ー
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
に
い

て
も
、
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
に
お
見

ま
い
に
行
く
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
そ
れ
は
、ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
の

子
ど
も
や
、ま
ご
や
、ひ
ま
ご
で
す
。

み
ん
な
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
の
こ
と

を
と
て
も
大
事
に
思
っ
て
い
る
か

ら
、
お
見
ま
い
の
品
で
い
っ
ぱ
い

だ
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
、
お
見

ま
い
で
い
っ
ぱ
い
の
ひ
い
お
ば
あ

さ
ん
の
こ
と
を
聞
い
て
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ひ
い
お
ば

あ
さ
ん
は
、
小
さ
い
と
き
は
く
ろ

う
し
た
け
ど
、
今
は
お
見
ま
い
の

人
が
た
く
さ
ん
き
て
く
れ
て
、
と

て
も
幸
せ
そ
う
に
見
え
る
か
ら
で

す
。

　

わ
た
し
は
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
に

長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ひ
い

お
ば
あ
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
生
き

て
い
て
く
れ
た
か
ら
、
わ
た
し
や
、

わ
た
し
の
お
母
さ
ん
、
わ
た
し
の

家
族
が
今
生
き
て
い
ら
れ
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。わ
た
し
は
、ひ

い
お
ば
あ
さ
ん
に
、

「
あ
り
が
と
う
。」

と
言
い
た
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
命
が
う
け
つ
が
れ
、
つ

な
が
っ
て
き
た
お
か
げ
で
、
生
き

て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
、
今
、
こ
う
し
て
生
き

て
い
る
。
命
を
も
っ
て
い
る
と
思

う
と
、
わ
た
し
は
と
っ
て
も
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

　

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
は
、
ま
ご
の

わ
た
し
の
お
母
さ
ん
、
ひ
ま
ご
の

わ
た
し
た
ち
の
こ
と
を
い
つ
も
心

配
し
て
、
ず
っ
と
思
っ
て
い
て
く

れ
ま
す
。
わ
た
し
の
お
母
さ
ん
に
、

「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
ど
う
し
て
る
。」

と
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
ひ
い
お
ば

あ
さ
ん
は
、、
ま
ご
や
ひ
ま
ご
が

　
選
　
　
評

　
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
は
な
ん
て

幸
せ
な
人
な
ん
だ
ろ
う
と
強
く

感
じ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
や
孫

た
ち
、
ひ
孫
た
ち
、
そ
し
て
ひ
い

お
ば
あ
さ
ん
を
大
事
に
思
っ
て

く
れ
る
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、今

が
あ
る
の
は
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん

の
す
ば
ら
し
い
人
柄
の
賜
物
で

す
ね
。命
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
な
が
ら
前
向
き
に

生
き
て
い
こ
う
と
す
る
筆
者
の

思
い
が
素
直
に
表
現
さ
れ
て
い

て
感
心
し
ま
し
た
。

は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

２
０
１
０

特選作品紹介
第 4 回

元
気
で
幸
せ
に
す
ご
し
て
い
た
ら

う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

わ
た
し
は
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち

で
、
元
気
に
生
き
た
い
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん

の
子
ど
も
の
と
き
と
ち
が
っ
て
、

楽
し
い
毎
日
で
す
。
で
も
、
大
人

に
な
っ
た
ら
、
く
ろ
う
す
る
と
き

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
を
思
い

出
し
て
、
が
ま
ん
強
く
生
き
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
た
ら

ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
も
よ
ろ
こ
ん
で

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

向
むかい

　樹
き

理
り

子
こ

さん（彦根中学校２年）
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〈日時〉10月2日㈰ 10：00 〜 14：
00（雨天時は、中止する場合があり
ます）　〈場所〉大手前公園（金亀町）

〈出店料〉１ブース 500円　〈申込期
限〉9月26日㈪　〈申込方法・問い
合わせ先〉直接、リサイクルステー
ションで申し込むか、往復はがき
の往信の裏面に住所、氏名、電話
番号、出店品目、人数、出店希望日を、返信の表面に
住所、氏名を書いてリサイクルステーション（〒 522-
0088 銀座町４-19、受付時間 10：00 〜 16：00、木・日
曜日、祝日は休み）☎ 26-4810（FAX 共用）へ

交通安全キャンペーンなどに使用するスローガンを募
集します。　〈募集テーマ〉　県民みんなで、交通安全をす
すめる雰囲気があふれる、滋賀県らしい特徴のあるもの

〈応募資格〉　県内に在住、勤務している人　〈応募方法〉　
はがきに、作品、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番
号（学生の場合は、学校名・学年）を書いて、滋賀県交通
対策協議会事務局に送付してください。　※作品１点に
つき、はがき１枚を使用してください。　※作品が複
数の場合、はがき大の紙１枚につき１点の作品を記入
し、まとめて封書で送付いただいても結構です。　〈応
募期間〉９月21日㈬〜 10月31日㈪　〈その他〉作品は、

自作、未発表のものに限り
ます。入賞作品の著作権は
主催者に帰属します。　〈応
募・問い合わせ先〉　　滋賀県交
通対策協議会事務局（ 交
通政策課内）（〒 520-8577
大津市京町四丁目１- １）☎
077-528-3682

〈場所〉　金城小学校（大藪町）　〈日時〉　10月22日〜12月
10日　毎週土曜日の 10：00 〜 12：00　〈対象〉　毛筆
を基礎から丁寧に学習したい小学３年生以上の人　〈受
講料〉1,600 円（中学生以下は無料）　〈申込期限〉　9月30
日㈮（当日消印有効）　〈定員〉　20人（申込者多数の場合、抽
選）　〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏
面に住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座
を、返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、 教
育委員会生涯学習課（〒 522-0001　尾末町１-38）☎
24-7971、FAX23-9190

〈場所〉　河瀬小学校
（極楽寺町）　〈日時〉
10月29日〜11月
12日　毎週土曜日
の 10：00 〜 12：
00　〈申込期間〉　9月
15日㈭〜10月7日
㈮（当日消印有効）　

〈メニュー〉  デコレーションずし、トマトチーズうどん、
ツナの焼きコロッケ、リンゴパフェ他〈対象〉　手作りお
かずやおやつに興味のある小学生以上の人。ただし、小
学 1 • 2 年生は保護者同伴　〈受講料〉600 円（中学生
以下は無料）　ただし、材料費 900 円、保険代 100 円
が別途必要　〈定員〉20人（申込者多数の場合、抽選）   〈申
込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏面に住所、
氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座、会場校を、
返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、 教育
委員会生涯学習課（〒 522-0001 尾末町１-38）☎ 24-
7971、FAX23-9190 へ

彦根市と彦根商工会議所・稲枝商工会では、市内の事業所
などに勤務する従業員で、本市産業の発展に尽くし、その
功績が特に顕著な人を表彰します。　〈対象〉　事業所統計
調査に用いる産業大分類のうち、鉱業、建設業、製造業、
卸・小売業、金融保険業、不動産業、運輸業、情報通信
業、電気・ガス・熱供給・水道業、サービス業に従事す
る雇用保険の被保険者　※ただし、家族従業員、法人の
役員、過去にこの表彰を受けたことのある人は除きます。

〈表彰基準〉勤続年数が 15 年以上の人、企業の振興に寄
与し、他の模範として表彰に値する人　〈被表彰候補者の
選出方法〉　事業所の推薦によります。　〈推薦期限〉　９月30
日㈮（必着）   〈推薦用紙提出先〉 商工課、彦根商工会議
所（中央町）、稲枝商工会（稲部町）　※推薦用紙は、各提
出先にあるほか、彦根市、彦根商工会議所、稲枝商工会
のホームページからダウンロードできます。　〈表彰式〉
11月18日㈮  　〈問い合わせ先〉　 商工課☎ 30-6119、
FAX22-1398、彦根商工会議所☎ 22-4551、稲枝商
工会☎ 43-2201

〈内容〉日常生活に使う会話を学びながら、ブラジルの文
化・習慣に親しみます。　〈日時〉10月4日〜 11月22
日　毎週火曜日の 19：00 〜 20：30　〈場所〉市役所
別館２階２A 会議室　〈講師〉　彦根市国際交流員　平田
エジナ　〈定員〉15人（先着順）　〈費用〉　3,000 円（教材
費）〈申込開始日〉　9月15日㈭ 　〈申込・問い合わせ先〉

人権政策課☎ 30-6113、FAX24-8577

荒神山自然の家で、深まりゆく秋の訪れを感じながら、
家族でキャンプ体験をしてみませんか。  楽しいプログラ
ムを用意して、皆さんをお待ちしています。　※雨天時は
館内泊になります。　〈内容〉  野外炊事、キャンプファイ
ヤー、テント泊、自然散策、記念品作りなど　〈日時〉　10
月29日㈯13：00 （12：30から受付）〜同30日㈰　〈場所〉  
荒神山自然の家（日夏町）　〈対象〉市内在住、在勤の家族
8 組（先着順）　〈参加費〉　1泊 3 食　大人 3,000 円、子
ども（小・中学生）2,500 円　〈申込開始日〉　9月15日㈭
※詳しくは、彦根市ホームページか、市役所1階総合案
内、支所、各出張所、各地区公民館などにあるチラシを
ご覧ください。　〈申込方法〉　電話で、 荒神山自然の家
に申し込んでください。※申込終了後、参加者に案内状
を送付します。　〈申込・問い合わせ先〉　 荒神山自然の
家☎ 28-1871、FAX28-1872（月曜日は休館、月曜日が
祝日の場合は火曜日が休館）

 

 

　教室開放事業「鳴鶴書道手習始講座」

　教室開放事業「ビストロファミリー講座」

　表彰します　あなたの事業所の優良従業員

　ポルトガル語教室（初級Ⅲ）

介護が必要な状態にならないように、「いま」からでき
ることに積極的に取り組んでいくことが大切です。あな
たの仲間と体操講座を始めてみませんか。　〈内容〉  週１
回以上、約３か月間を通じ、介護予防体操を中心とした
講座を全部で１１回実施します。そのうち、３回は自主活
動になります。講座修了後は、各グループで自主的に活
動を続けていただくことになります。　〈開催日〉　１０月
中旬〜　※平日の昼間で調整します。　〈場所〉 体操ので
きる場所を各グループで準備してください。　〈対象〉介
護予防のための体操講座を継続して実施したいと考え
ている、65 歳以上のおおむね５人以上のグループ（老
人会、自治会、身近な仲間同士など）  〈受講料〉　無料　〈申込
方法〉　  介護福祉課にある申請書に必要事項を書いて
申し込んでください。申請書は、彦根市ホームページか
らダウンロードすることもできます。　〈申込・問い合わ
せ先〉　  介護福祉課☎ 23-9660、FAX26-1768

市民活動を広く多くの人に紹介し、さまざまな人々の交
流の場となることを目的に開催します。　〈内容〉  彦根市、
甲良町、多賀町、豊郷町、愛荘町周辺で活動する団体が
一堂に会し、活動成果を発表します。ステージ発表、活
動紹介ブース（展示・体験・飲食コーナー）に参加する団体
を募集します。　〈日時〉11月19日㈯、同20日㈰　10：
00 〜 16：30〈場所〉聖泉大学（肥田町） 〈その他〉　詳しく
は、ひこね市民活動センターのホームページに掲載して
います。　〈申込期限〉9月30日㈮　　〈申込・問い合わせ
先〉ひこね市民活動センター（担当：山名）☎ 24-4461、
FAX47-5402、Ｅメール：hikone.cac@gmail.com、
ひこね市民活動センターホームページ：http://simin-power.
com/

　「燃えよ！市民　深めよう絆」
　ひこねば 2011・市民活動まつり参加団体

　介護予防のための体操講座に
　取り組むグループ

 

　ひこねエコマーケット「夢畑」

 

　滋賀県交通安全スローガン

 

　荒神山自然の家ファミリーキャンプ体験会
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荒
神
山
古
墳
が
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

自
然
と
歴
史
・
文
化
が
豊
か
な

荒
神
山
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
ま
す
。

日
時　

10
月
15
日
㈯　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

会
場　

南
地
区
公
民
館　

大
会

議
室
（
甘
呂
町
）

内
容

▼
第
１
部　

基
調
講
演

　
「
大
学
・
学
生
と
の
連
携
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

鵜う

飼か
い

修お
さ
むさ
ん
（
滋
賀
県
立
大

　

学
准
教
授
）

▼ 

第
２
部　

事
例
報
告
・
提
案

　
「
荒
神
山
と
そ
の
周
辺
に
眠

る
文
化
財
」

　
　

谷
口
徹
（

教
育
委
員
会
文

　

化
財
部
長
）

　
「
荒
神
山
周
辺
資
源
の
観
光

活
用
に
つ
い
て
」 　
　
　

　
　

谷
澤
幸
治
（

観
光
振
興
課

　

長
）

　
「
荒
神
山
周
辺
の
過
去・未
来
」

　
　

成な
る

宮み
や

祐ゆ
う

二じ

さ
ん
（
彦
根
市
中

　

南
部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
）

▼
第
３
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ
「
荒
神
山
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
」

　
　

★
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
　

鵜
飼
修
さ
ん

　
　

★
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　

成
宮
祐
二
さ
ん
、
谷
口

　
　

徹
、
谷
澤
幸
治        

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

10
月
14
日
㈮

申
込
方
法　

電
話
か
、
フ
ァ

ク
ス
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
フ
ァ
ク
ス
、
彦
根
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込

み
の
場
合
は
、
①
住
所 

②
電

話
番
号 

③
参
加
者
名
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

１
０
０
円（
資
料
代
）

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
文
化
財
課
☎
26-

５
８
３

３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９

番

荒
神
山
古
墳
国
史
跡
指
定
記
念

ぐ
る
～
っ
と
荒
神
山
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

10
月
16
日
㈰　

午
後
２
時
～

場
所　

彦
根
城
博
物
館
能
舞
台

演
目
・
出
演

　

観
世
流　

能
「
菊き

く

慈じ

童ど
う

」
遊ゆ

う

舞ぶ

之の

楽が
く

　
　

梅う
め

若わ
か

修し
ゅ
う

一い
ち　

ほ
か

　

大
蔵
流
狂
言
「
鐘か

ね

の
音ね

」

　
　

善ぜ
ん

竹ち
く

忠ち
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う　

ほ
か

　

観
世
流　

能
「
葵

あ
お
い

上の
う
え」

梓
あ
ず
さ

之の

出で

、
空く

う

　
　

之の

祈
い
の
り

　
　

橋は
し

岡お
か

久き
ゅ
う

太た

郎ろ
う　

ほ
か

入
場
料
（
全
席
指
定
） 

　

Ａ
席　

５
、
５
０
０
円

　

Ｂ
席　

５
、
０
０
０
円

発
売
開
始
日　

９
月
16
日
㈮

※
発
売
初
日
は
、
午
前
９
時
（
窓
口
）、
午
前
10

時
（
電
話
予
約
）
に
発
売
を
開
始
し
ま
す
。
発

売
日
以
降
は
、
彦
根
城
博
物
館
受
付
と
電
話

で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

販
売
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
（
予
約
）
先

　

彦
根
城
博
物
館
☎
22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

６
５
２
０
番

※
彦
根
城
博
物
館
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。

城
内
の
公
共
駐
車
場
（
有
料
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
開
演
時
間•

演
目•

出
演
者
な
ど
は
、都
合
に

よ
り
、
や
む
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

▲観世流「葵上」梓之出、
空之祈

第 45 回
   彦根城能
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※駐車場での駐車時間は、30〜40分間です。

※臨時の収集は、早めにお申し込みください。
（臨時の収集は、原則として毎週火・金曜日に実
施します）

※収集の状況によって、収集日は 3 日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

10月前半

3 日㈪

4 日㈫

5 日㈬

6 日㈭

7 日㈮

11日㈫

12日㈬

13日㈭

14日㈮

野田山、正法寺、地蔵、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、
銀座、中央（第１• ４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二
丁目一部を含む）、幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ
川）、西今、平田（大沢）、三津
野田山、正法寺、地蔵、外、里根、幸、安清、芹、野瀬、西今、
海瀬、三津屋
里根、外、城町一丁目、栄町一丁目、池州、八坂北、開出今
団地（第１• ３部）、八坂、須越、西今、宇尾、幸
芹川（南、大仏、千鳥ヶ丘）、小泉（開出）、山之脇、大藪、宇尾、
竹ケ鼻、開出今蔵の町団地、八坂東団地
地蔵（湖上平団地）、原（原西団地）、芹川（北、千鳥ヶ丘）、
後三条（下）、開出今、宇尾、清崎（西、清崎団地）
大橋、元岡、沼波、正法寺（太平団地）、西沼波（東部）、中
藪一丁目、中央（第２• ３部）、立花、開出今、宇尾、竹ケ鼻、
賀田山（大山、小山、茂賀、小田部）
金亀、尾末、中藪、元、船、旭、城町二丁目、栄町二丁目、
正法寺（太平団地）、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、開出今、
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、清崎（東、西）、彦富

（笹田団地を除く）、金沢（林、中下、長江）
佐和、大東、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、
小泉、戸賀、長曽根南、平田（西、北）、和田、開出今、甘呂、
彦富（笹田団地を除く）
橋向、新、芹中、岡、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、
後三条（上）、東沼波、小泉、平田（南、中）、甘呂、彦富（笹
田団地を除く）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【10月前半】

図書館休館日（10月前半）

3 日㈪、10日（月・祝）

５日㈬

６日㈭

4 日㈫

７日㈮

11 日㈫

12 日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
亀 山 出 張 所
人権 • 福祉交流会館（WA っとねす春日）

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

13 日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

14 日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す

１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後
に
ク
ス
リ

　

〜
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
〜

「
な
が
ら
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
は
じ
め
ま
せ
ん
か

 　

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
が
運
動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ダ
を
動
か

す
こ
と
を
意
識
す
る
と
、
毎
日
の
生
活
に
も
健
康
に
な
る
チ
ャ

ン
ス
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
さ
あ
、「
な
が
ら
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

を
取
り
入
れ
て
、
生
活
習
慣
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
頸
が
ん•

乳
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

お
持
ち
の
人
は
、
平
成
22
年
度

に
受
診
し
た
人
も
、
受
診
で
き
ま

す
。
今
年
度
受
診
さ
れ
た
場
合

は
、
来
年
度
は
検
診
対
象

外
に
な
り
ま
す
。
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特定健康診査（集団検診）を受けませんか　

　滋賀県保険者協議会が、受診機会を増やすために、特定健
康診査を実施します。

日時　10月10日（月・祝）　9：30 〜 12：00
場所　彦根市民体育センター２階（松原町）
　　　　（「元気フェスタ 2011」会場内）　

定員　50 人
持ち物　健康保険証、受診券、自己負担金（特定健康診査受診

券に自己負担金が記載されている場合のみ）

申込期限　10月5日㈬　（電話は土 • 日曜日、祝日を除く）

注意事項　
▶特定健康診査受診券を持っている人は、誰でも受診で

きます。
▶当日の受診もできますが、予約優先です。予約状況に

よっては受診できない場合があります。
▶会場では、胸部レントゲン検査は受けられません。ご

希望の人は、彦根市が行う集団検診会場にお越しくだ
さい。

申込・問い合わせ先
　電話か、F A X 、はがきに健診日、保険者番号、氏名、生年

月日、受診券有効期限、電話番号を書いて、滋賀県国民健
康保険団体連合会企画課（滋賀県保険者協議会事務局）

（〒520-0043 大津市中央4丁目5-9）☎ 077-522-2960、
FAX077-522-5131に申し込んでください。

「元気フェスタ 2011」
はいはいレースに参加しよう

　
　「元気フェスタ 2011」で、元気な赤ちゃん
による、はいはいレースを開催します。
　はいはいに自信のある赤ちゃんも、覚えたて
の赤ちゃんもご参加ください。みんなで応援し
ましょう。

対象　市内在住の、はいはいで移動をしている乳幼児
内容

▶１レース最大５人の赤ちゃんが、５ｍのコースでレー
スを行います。

▶レース中に立ち上がってしまった場合は失格です。
▶赤ちゃんを誘導させるための小道具の持ち込みは可能

です。
日時　10月10日（月・祝）　
　　　レース開始　11：00 〜（受付 10：30 〜）

場所　彦根市民体育センター第２競技場（松原町）　
定員　50 人（先着順）　

申込・問い合わせ先　9月15日㈭ 9:00 から、電話で、申
し込みの受付を開始します。ひこね元気計画 21 実行委
員会事務局（ 健康推進課内）に申し込んでください。

井
上
智
幹
ち
ゃ
ん

（
開
出
今
町
）

千
種
悠
斗
ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

川
村
悠
人
ち
ゃ
ん

（
中
藪
町
）

い
の
　
う
え
　
と
も
　 

き 

か
わ
　
む
ら
　
ゆ
う
　 

と

ち
　
　
ぐ
さ
　
ゆ
う
　 

と

反
射
材
や
ラ
イ
ト
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　　

日
が
暮
れ
る
と
、
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
横
断
者
や
通

行
者
が
見
え
に
く
く
な
り
、

発
見
が
遅
れ
、
交
通
事
故

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な

り
ま
す
。

　
▼
外
出
時
は
、
明
る
い
色

の
服
装
や
反
射
材
を
身

に
つ
け
て
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
目
立
つ
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
や
自
動
車
を
運

転
す
る
と
き
は
、
明
る

い
う
ち
か
ら
早
め
に
ラ

イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ

う
。

▼
夜
間
運
転
時
、
対
向
車

や
先
行
車
両
が
な
い
と

き
に
は
、
ハ
イ
ビ
ー

ム
に
切
り
替
え
、
横
断

者
や
通
行
者
を
早
く
発

見
で
き
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通

対
策
課
☎
30-

６
１
３

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８

５
１
７
番

ひこね元気計画21
推進中！



16広報ひこね　平成23年９月15  日

発行 ： 彦根市〒 522-8501  滋賀県彦根市元町４番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398

編集 ： 情報政策課　● 1 日 ・ 15 日発行　　彦根市ホームページ　 http://www.city.hikone.shiga.jp/

彦根市では、点字および音声版広報ひこね（編集版）を発行しています。問い合わせ先：  障害
福祉課☎ 27-9981、FAX26-1767。また、外国語版（英語、中国語、ポルトガル語）の広報ひ
こね（編集版）も発行しています。問い合わせ先：  人権政策課☎ 30-6115、FAX24-8577

通巻第1252号
（平成23年９月15日発行 ）

▶「広報ひこね」は大豆油インキを包含した植物油インキを使用しています。
▶廃棄する場合には古紙回収に出してください。
▶この「広報ひこね」は48,960部作成し、１部当たりの単価は7 円（１円未満切り捨て）です。
　ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

甘
露
庄

　

甘
呂
は
犬
上
川
の
下
流
に
位
置
し
、西

は
野
田
沼
に
接
し
て
い
ま
す
。甘
呂
は
古

く
は
甘
露
と
も
書
き
ま
し
た
。京
都
の
三

千
院
に
伝
わ
る
古
文
書
に
は
、正せ

い

中ち
ゅ
う２
年

（
１
３
２
５
）
の
西さ

い

南な
ん

院い
ん

新し
ん

御み

堂ど
う

領
の
１

つ
と
し
て
「
近
江
国
甘
露
庄
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。西
南
院
は
高
野
山
の
別
格
本

山
西
南
院
の
こ
と
。
当
時
、甘
呂
は
西
南

院
の
新
御
堂
の
荘
園
で
し
た
。そ
の
後
、

甘
呂
の
地
は
梶か

じ

井い

門も
ん

跡ぜ
き

領
の
荘
園
と
し

て
維
持
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

河
瀬
氏

　

こ
の
甘
呂
に
、
い
つ
ご
ろ
城
が
築
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
明
確
な
こ
と

は
不
明
で
す
が
、『
江ご

う

州し
ゅ
う

佐さ

ざ々

木き

南な
ん

北ぼ
く

諸し
ょ

士し

帳ち
ょ
う』（

佐
々
木
一
族
が
近
江
を
支
配
し
た

中
世
に
、
近
江
に
存
在
し
た
城
名
と
城
主
名

を
列
挙
し
た
も
の
）
に
よ
る
と
、「
甘
呂　

住
佐
々
木
随
兵　

河
瀬
大
和
守
秀
宗
」と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。甘
呂
に
は
佐
々
木
一

族
の
家
臣
で
あ
っ
た
河か

わ

瀬せ

大や
ま

和と
の

守か
み

秀ひ
で

宗む
ね

が
住
ん
で
お
り
、こ
の
河
瀬
氏
の
も
と
で

甘
呂
に
城
が
築
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。河

瀬
氏
は
、も
と
も
と
荘
園
の
現
地
管
理
を

委ゆ
だ

ね
ら
れ
た
荘

し
ょ
う

官か
ん

で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
ま
す
が
、し
だ
い
に
甘
呂
の
地
を
本
拠

と
し
て
城
を
築
く
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、『
江
州
佐
々
木
南
北
諸
士
帳
』

を
見
る
と
、河
瀬
氏
の
名
は
甘
呂
の
ほ
か

北
河
瀬
や
多
賀
の
地
に
も
認
め
る
こ
と

が
で
き
、
一
族
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

甘
呂
城

　

で
は
、甘
呂
の
ど
の
辺
り
に
城
が
存
在

し
た
の
で
し
ょ
う
。そ
の
手
が
か
り
と
し

て
ま
ず
地
図
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。地
図

を
概
観
し
て
最
初
に
気
づ
く
の
が
、整
然

と
碁
盤
の
目
に
区
画
さ

れ
た
土
地
で
す
。
こ
の

区
画
は
、
古
代
の
土
地

区
画
制
度
で
あ
る
条

じ
ょ
う

里り

制せ
い

地
割
で
、１
町
（
約
１

０
９
ｍ
）四
方
を
基
本
単

位
と
し
て
お
り
、
こ
れ

を
「
坪
」
と
称
し
ま
し

た
。
坪
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
小
字
名
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
小
字
名

に
は
そ
の
土
地
の
歴
史

を
秘
め
た
も
の
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
小
字
名
に

留
意
し
な
が
ら
甘
呂
の

集
落
に
注
目
す
る
と
、

集
落
の
南
端
に
「
城
畑
」「
城
田
」「
城

南
」「
城
ノ
西
」
と
い
っ
た
小
字
名
が
集

中
し
て
い
ま
す（
地
図
中
の
実
線
の
丸
で
囲

ん
で
い
る
と
こ
ろ
）。「
城
畑
」「
城
田
」
の

辺
り
を
中
心
に
、か
つ
て
河
瀬
氏
ゆ
か
り

の
平
地
城
館
が
広
が
っ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
集
落
の
中
心
付
近

は
坪
の
地
割
を
さ
ら
に
南
北
に
二
分

す
る
よ
う
に
走
る
直
線
的
な
道
路
や
水

路
が
設
け
ら
れ
、
間
口
を
等
し
く
す
る

計
画
的
な
屋
敷
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん▲甘呂地図

が
、こ
の
辺
り
に
町
屋
が
形
成
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
集
落
の
周
囲
に
は
現
存
す

る
甘
呂
神
社
の
ほ
か
、「
雪
待
寺
」「
善
福

寺
」「
大
地
庵
」「
光
勝
寺
」「
一
町
寺
」

「
朱
雀
院
」
な
ど
社
寺
に
ち
な
ん
だ
小
字

名
が
存
在
し
て
い
ま
す
（
地
図
中
の
破
線

の
丸
で
囲
ん
で
い
る
と
こ
ろ
）。

　

ま
た
、甘
呂
神
社
の
南
方
に
存
在
し
た

細
長
い
藪や

ぶ

は
、城
を
取
り
囲
ん
で
い
た
土ど

塁る
い

の
一
部
で
あ
り
、甘
呂
神
社
の
北
方
に

現
在
も
流
れ
を
刻
む
水
路
は
、堀
の
役
割

を
担
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、甘
呂
集
落
の

南
端
付
近
に
城
館
を
構
え
、そ
の
北
に
町

屋
を
形
成
し
、周
囲
に
は
社
寺
を
点
在
さ

せ
土
塁
や
堀
で
囲
っ
た
城
の
姿
を
想
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

甘
呂
の
地
は
、す
ぐ
東
南
側
を
直
進
す

る
下し

も

街か
い

道ど
う

（
古
代
の
巡
礼
街
道
）
が
走
っ

て
お
り
、戦
国
時
代
に
は
下
街
道
に
面
し

て
佐
和
山
城
や
安
土
城
・
八
幡
山
城
な
ど

の
城
が
築
か
れ
、幾
多
の
武
将
が
往
来
し

ま
し
た
。甘
呂
城
も
規
模
は
小
さ
い
で
す

が
、下
街
道
沿
い
の
重
要
な
位
置
に
築
か

れ
た
城
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、小
字
「
城
南
」
の
地
に
は
天て

ん

九く

郎ろ
う

井
戸
と
呼
ば
れ
る
井
戸
が
残
っ
て
い

ま
す
。甘
呂
に
住
ん
だ
刀
工
の
天
九
郎
俊と

し

長な
が

ゆ
か
り
の
井
戸
と
伝
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

bunkazai@
m

x.hikone.ed.jp 


